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 論文内容の要旨
 第i章序講
1936年にチューリ
これまでに提案さ
あらゆる計算プロ
の計算機科学者に
に』模倣すること
に』模倣するとは
よる模倣プロセス
年にファインマン
ャーチ・チューリ
 れば現在のコンピュータをより
嬉85年,ドイチェ
した.この拡張さ
ューリング仮説を
では効率的に解け
年に遜数分解を効
解を解く効率的な
チューリング仮説を否定的に予想する研究者が多
それに伴い,理論
速してきた.その
ね合わせ状態を表
現し,外部磁場など
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 畳
き
しかし,こうし
は不透明だ.こ
で起こりうるこ
利胴すれば計算
く含まれてい
では物理的麟
論的予想に反
 れている.
最も代表的な
ねあわせ状態
スと呼ばれる
摘されていた
いる・最も有
理キューピッ
算を妨害する
を利用した量子
トロールでき
 を損ねることなく実行可能である(閾値定理).
物理的劇約は
は,キューピッ
どの物理系で
ョーアのアル
る.したがって
大きい可能性
する理想的な
(CNOT等)の前
ーピットに一つ
ないことを証
数を鱒0倍以上
実行する場合には,予想以上のキューピッ
本論文ではこ
 保存則が量子計算の効率に及ぼす影響を硯発する.
第露草量子謙算
本章では,本論
力学の公理を
 リズムとして,量子加算回路の倒を挙げる.
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 第3章量子アルゴリズム
ショーアのアルゴ
る量子アルゴリズ
ゴリズムが,高速計
る.本章では,シ遡
 ように利用されるのかを説明する.
 第4章量子プログラミング言語
量子アルゴリズム
ある.そのような
るようになってきた
また,その書語で記
路を実行する量子
 る.
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 第5章ハードウェア上への実装
量子コンピュータ
発が進められてい
クライテリアを紹
ウェアは,データ
子アルゴリズムの
発が容易であり,現
では,リレータイプ
 この問題が冊完全問題であ
 第6章萄CA週撫$鯉。誠艶。継eにおける量子計算
相互作用の局所
解罎tu搬一ce拠laエ
イドが1993年に提
を使って大規模な
鯉。臨ect耀e上の
リズムにより得ら
の量子アルゴリズ
相互作用だけで量
い場合の定数倍で
で示した変換アル
子アルゴリズムの,約半分の計算量であることが証明でき
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 第7章回転不変作羂索による量子計算
角運動量保存則
いことを小澤
ィングを使え
文では,3キュー
このシステムで
って提案され
は厳密なCN()
C賛OT演算の存
代数方程式の解
ーディングを利
 用しない場合に比べて定
本論文ではさ
コヒーレンス
いて厳密に一
をもとに,3キュ
26回の交換操作
回転ゲートが実
れる演算であり,嗣御回
 第8章結論
上記のとおり,
互作溺の局所性
であり,強チャ
 ないという結論に至った.
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 論文審査結果の要鷺
量子コンピュータは
ュ一一タが実験的に
せることができれば
題が実効的に解決
性が覆されるとされ
約も数多く知られて
 明することは重要な課題である。
本論文は.こうした
が、量子計算の計算
い方法を考案し、ま
 すなどの成果を取りまとめたもので、全編8章からなる.
第1章は緒論である
 ュータが生まれた歴史的背
第2章では、本論文で必要となる量子計算の定義を与え
第3章では、最も代
 を解説している。
第4章では、第3章
入し、さらに、その
 ンによる動作検証の結果を述べている。
第5章では、代表的
類し、ほとんどの量
 を証萌している。
第6章では、帽互作
ュータのモデルが考
模な量子計算が実行
詠e鍵。蓋itect撚e
の量子回路から縄C
さらに、キューピッ
 されている。
第7章では、20繊年
する方法として、デ
ーシステムにおけ
を実現する制御パラ
算の構成法が最終的
底を初めて応篤した
の論文で述べられた
でも興味深い。また
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 第8章は、本論文を総括し、結論としている。
以上、要するに本
性、及び、角運動
いモデルや新し
より本質的に損
 に寄与するところが少なくない。
よって、本論文は博士(情報科学)の学位論文と
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